
　セメント協会のセメント系固化材普及専門委
員会の取り組みについて斎藤準護委員長に聞い
た。
　――セメント系固化材の２０１６年度の需要
について
　斎藤委員長「２０１４、１５年度が前年割れ
で推移したのに対して、１６年度は前年比６・

７％増の７８２万９０００トンとなった。この数字は過去最高であった
１３年度（７９３万４０００トン）に次ぐ高い水準だ。地区別にみると
東北、関東一区、中国、九州の４地区で前年比１０％超増、他の地区も
ほぼ前年並みで推移している。また一方で、改良土からの六価クロム溶
出を抑制する特殊土用の固化材は５２８万トンで、初めて５００万トン
を超え、全体需要の６７％を占めるまでになった」
　　――今年度に入っては？
　「第１四半期は前年比１０・０％増と好調に推移している。これで、仮
に第２四半期以降を前年並みで想定すると、年度計で過去最高数量とな
る可能性が出てきた」
　――セメント系固化材の需要は近年、安定的に推移していますね…。
　「確かに１４、１５年度についても、過去最高の１３年度には及ばない
ものの、７００万トンを超える高い水準で推移しており、主要資材のセ
メントと比べても、より堅調と言える。この要因の一つとして、１１年
の東日本大震災以降、液状化対策や既設構造物の耐震補強などの用途で
の採用が増えてきた点が挙げられる。セメント系固化材を用いた地盤改
良工事の有効性や重要性が理解された結果であり、インフラ整備に重要
な役割を担っているといえる。軟弱な地盤が多く、自然災害の多い我が
国においては、今後もセメント系固化材による地盤改良がますます、重
要な役割を担っていくことが期待される」
　「また、セメント系固化材には浚渫土の固化や現場発生土の改良、再利
用、不溶化などの役割もあり、こうした様々な使用用途の拡がりも、結
果として全体的な需要を押し上げている」
　――協会の普及活動については？
　「当委員会では、セミナーＷＧ、ＰＲＷＧ、事例調査ＷＧ、統計ＷＧの
４つのＷＧ（ワーキンググループ）を組織して活動を行っている。セミナー
ＷＧの最も代表的な取り組みとして挙げられるのが、セメント系固化材
を用いた地盤改良工事の重要性や有効性を広くＰＲすることを目指した
『セメント系固化材の利活用セミナー』だ。講師には協会がご指導をいた
だいている学識経験者の皆様を迎え、当委員会の委員も加わり、セメン
ト系固化材を用いた地盤改良技術の現況について紹介している。近年の
内容には、協会が２０１３年にまとめた『東日本大震災におけるセメン
ト系固化材を用いた地盤改良に関する調査報告書』と２０１５年にまと
めた『大規模災害に対してセメント系固化材による地盤改良が果たす役
割』が含まれており、時宜を得たものとなっている。
　昨年度は全国５か所（名古屋、金沢、広島、大阪、札幌）で開催して、
延べ１０００人を超える方々に御参加いただいた。今年度についても、
１０月４日に新潟、１１月１６日に高松、来年１月２５日に鹿児島で開
催する。
　――今年開かれるセミナーの内容について
　「東京工業大学大学院の北詰昌樹教授を講師に迎え、『大規模災害に対
してセメント系固化材による地盤改良が果たす役割』をテーマに講演し
て頂く。北詰教授には、東日本大震災後、当時の震災調査ＷＧの主査を
務めて頂き、この調査結果をもとに前述の『東日本大震災におけるセメ
ント系固化材を用いた地盤改良に関する調査報告書』と『大規模災害に
対してセメント系固化材による地盤改良が果たす役割』がまとめられて
いる。また、当委員会によるセメント系固化材の概要と適用事例調査に

ついての説明や、海上・港湾・航空技術研究所の森川嘉之地盤研究領域
長兼土質研究グループ長を講師に迎えての講演『セメント系固化処理工
法の新しい改良形式について』、京都大学大学院の勝見武教授を講師に迎
えての講演『発生土や分別土の利用と地盤環境への影響』も予定されて
いる。
　――個別講習会については。
　「セメント系固化材の利活用セミナーが、不特定多数の関係技術者を対
象にしているのに対して、セメント系固化材個別講習会は地方自治体や
大学、建設業・コンサルタントなど特定の機関を対象に、協会が無料で
講師を派遣して、関連技術について講習を実施するもので、設計等の実
務に関係の深い方々や土木工学や社会環境工学を学ぶ学生達に固化材の
技術を直接ＰＲできる貴重な機会となっている。県などの地方自治体や
測量設計業協会、土木技術会などが主催する技術研修会や大学の講義な
どで幅広く活用されている。
　――次に事例調査ＷＧの活動について
　「震災調査ＷＧでまとめられた２冊の報告書が記録的資料として活用さ
れるだけでなく、実務者の技術資料として有用であるとの評価を受けた
ために震災調査ＷＧを改組して、技術、普及の両専門委員会合同の組織
として事例調査ＷＧを組織して地盤改良工事の情報収集を継続している。
内容は、これまでに報告した事例の一部のフォローに加えて、熊本地震
での事例など過去の２冊では扱われなかった新たな物件をも対象にして
いる。各セメントメーカーにも調査の対象物件を募って、さらに多岐に
わたる全国の様々な用途での採用例と、その調査結果が報告される。同
ＷＧの活動は昨年６月から開始されており、今年７月には物流拠点とし
ての増強が進む茨城県日立港の浚渫土の改良現場を見学・調査した。こ
のようにして得られた情報は地盤改良の参考事例集として今年度末を目
途にまとめられる予定だ」。
　「一方でセメント協会は今年からコンクリート舗装、セメント系固化材、
セメント系補修材を対象に『事例から学ぶセメント系材料の基礎知識セ
ミナー（案）』を実施するが、事例調査ＷＧの調査結果はここでも活用さ
れる予定だ。同セミナーはコンクリート舗装、セメント系固化材、セメ
ント系補修材を使用した実際の施工事例を聴講者に提示・解説すること
で、基礎知識の習得と理解を深めて頂くことを目的に同協会が開催する
もので、今年１２月７日には大阪で、来年２月７日には福岡で実施する
予定だ」
　――ＰＲＷＧでは全国各地の技術展示会にも積極的に出展しています
ね。
　「国土交通省関東地方整備局の関連では千葉県松戸市の関東技術事務所
建設技術展示館内に『土を固めるセメント系固化材（地盤の有効利用と
防災）くらしを下から支えるセメント系固化材』をテーマに、固化材の
特長をＰＲしたブースを常設展示している。また、今年の８月１日には
同展示館で開催された子供を対象にした夏休みのイベントにも参画した。
このイベントは『夏休み子供体験教室２０１７』と名付けられたもので、
子供たちが様々な建設技術を見て、それらに実際に触れることで、理解
を深めることを目的にしている。同協会が提供しているのはセメント工
作体験で、協会職員の指導のもと、小学生が超速硬セメントを使って自
分の手形を造るという内容で、去年に引き続いて実施された。出来上がっ
た手形は持ち帰ることができ、夏休みの自由研究の題材としても最適と
あって、毎回、抽選参加となるほど好評を博している」
　「また、東北地方整備局が６月に開催した建設技術展示会の『建設技術
公開ＥＥ東北１７』では、セメント系固化材による地盤改良の耐震効果
について、昨年に引き続き、出展・プレゼンテーションを行った」
　「こうした各地の展示会を通じたＰＲ活動についても、従来通り積極的
に推進していきたい」
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